






































































本稿は 2016 年度に行ったアンケ トー分析の結果か
ら、本学教職課程の今後の指導の在り方について
検討を行う。
Ⅰ. アンケ トーについて 
１. 実施： 2016 年11月中旬から下旬　




















は公立中学校が 14 校、高等学校は 6 校（公立高



















































































































































































































































































































































































































































































































































































⑹「3 − ⑷ 学校行事等の場面で発見したこと」











































































⑻「3 − ⑹ その他の場面で発見したこと」




















































































































































































































































































































































































































































































　平成 28 年 7月に教職課程実地視察が本学に実
施された。視察後、本学に対する講評として、【全
般的事項】と【個別事項】⑷について指摘を受けた。
　2016 年度の教育実習生は 132 名で、母校実習
が85％、協力校実習が15％であった。
2006 年 7月の中央教育審議会答申での母校実習
見直しの提言には、実習校を持っていない本学に
おいては対応できないのが現状である。【個別事項】
の「4.	学生への教職指導の取組状況及び体制」で、
地元の教育委員会や近隣の学校において実習校を
確保することが望ましい旨の指摘を受けた。そして、
「5.	教育委員会等の関係機関との連携・協働状況
（学校現場体験・学校支援ボランティア活動等の取
組状況）」で、大学全学的に教育委員会・学校との
連携・協働の下に、学生自身が学校ボランティア等
の教育実習以外にも学校現場体験の機会を提供す
るようになどの講評を受けた。
　教育実習事後アンケート分析によって明らかに
なった課題や文科省教職課程実地視察の指摘事項
を整理して、今後の事前事後指導の充実改善に反
映されるよう努めなければならない。教育実習を終
えたときに「教師になりたい！」、「何時の日か教師に
なろう！」と一人でも望んでくれるような教職課程の
充実に今後も取り組んでいきたい。
　最後にアンケ トーに協力をしてくれた2016 年度教
育実習生、実習校の先生方、生徒諸君に感謝申し
上げる。
【注】
⑴	中央教育審議会答申（2006 年 7月）「⑶教育実
習の改善・充実」『今後の教員養成・免許制度の在
り方について』．
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo0/toushin/1212707.htm
⑵	高野和子. 岩田康之（2010）『教育実習』学文社、	
p.14
⑶	元兼正浩監修（2015）『教職論エッセンス』九州
大学大学院教育法制研究室、花書院、p.98
⑷	【個別事項】は、1.	教職課程の実施・指導体制（全
学組織等）、2.	教育課程（教職に関する科目及び教
科に関する科目），履修方法及びシラバスの状況、3.	
教育実習の取組状況、4.	学生への教職指導の取
組状況及び体制、5.	教育委員会等の関係機関との
連携・協働状況、6.	施設・設備（図書を含む）の
状況の7項目である
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